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クライストの『ミヒアエル・コールハースJ
について

加藤寛蔵

( 1 ) 

クライストのノグェレ陀於いては、不意の事態が突然主人公を襲い、その後の行動と運命を決定

してしまうというととは良〈見られるところである。と同時K、登場人物に対する叙情、愛着、反

省とかが極力除かれ、事件が事件を生み、迅速E客観的K息づまるよう念緊迫感を伴って筋が展開

するものであるととも等しく感じられるととろである。とのととは、文体的K見れば、 Es t raf 

( zufallig) sich， daβ ・・・・ ;kaum/schon /nicht sobald ・・・・，

a I s ・・・・ in dem/diesem Augenblick; dergestalt da，8 ・・・・ と

いう副文、相関接続詞が頻繁K使用され、患の長い、もつれた文章構造と在って表われているn

ととろで、文学作品が現Kある肱そして詩人自身の自己表出がある場とは、言葉が実際に動き、

生きている場所であるという考えをとるをら、まず言葉・文章構造の成否が問われてしかるべきで

あろう。だが、との小論では、言葉・文体と作品・詩人自身の自己表出という考祭を後日K期し、

『ミヒァエノレ・コ}ノレハ}ス』の結末近くに左って登場した《ご占いのジプシー女>>の聞いた局

面をみようとするものである。

古い年代記に基づいて詩作ぎれたとの作品K於いて、事件も大方片付いてしまってから登場する

ζの《ご占いのジプシー女>>のエピソードは、予言 (Wahrs agen)、御時(e i n Amu-

1 e t t)、御札(e i n Wu n d e r z e t t e I )、鉛製のカプセノレ(e i n b 1 e i e r n e r K a p-

s e I )とか魔力的様相を絡をぜて展開されている故代読む者に当惑感を与える。~と占いのジフ℃〆

一女>> が登場するまでは、筋は歴史的事件K沿い、即物的・鍛密に作品内在的因果を踏まえて

chronologischVC進展して来たと言えるのであるが、との 4て占いのジプシー女>>によっ

ての筋の流れは、予言的、超感性的世界K超越してしまった感じを与えるからである。とういう筋

の展開をWie seは、 「歴史的世界が持つ色h念現実的前提jと「超感覚的色彩を帯びるJ1)とと

と言っているカ込いずれKしても ζのよう念 StilbruchVC出合っている限り、次のよう左疑問

が生じるのである。

ζの《ご Ub e r s i n n 1 i c h>>念場面は、前の〈ご ge s c h i c h t I i c h>>念語りとどう関
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係付けて考えたら良いのか。<$ごge s c h i c h t I i c h>>な世界で事件を導いて来た主人公コー

ルハースを、いわゆる《ご ub e r s i n n I i c h>> ~世界から救い上げ念ければ左らさといのか。そ

れまでの語りには登場してい左いとの〈ご占いのジプシー女>>は、それまでの唾ご geschi-

ch t I i ch::>.>左誇りと、どのよう K関係し、ザクセン選帝侯を占った札を左ぜザクセン選帝侯自

身で念〈コールハースK渡したのか。

クライストのノグェレに於いてぬ筋の必然的左流れから一見理解出来ないような偶然が、突然外

からやって来て、場面を新たに展開し読む者K当惑感を与えるととは多々見うけられる。それは例

えば、人聞の力を圧倒的κ凌駕する自然の猛威、 《ご地震>> ・〈ご落雷>>・ 4ご豪雨>>・

《火事》と言う、いわば可視的左ものであったり、 《予言》・《生霊》・《神明裁

判0>>とか非知覚的・越感覚的走力だったbする。どうしてクライストがζの人間の力を庄倒する

ものを好んで表出したの効ヘ ζの理由は敢えて彼の世界観と結びつけて考える必要は左いだろう。

前者、自然の猛威Kついて言えば、それは突然我々人聞を襲うものであるという理由からして非日

常的左ものであるが、現実的感覚から言えば、最も鮮明念現実と言って良いだろう。それは、いつ

かは知れぬが必ず我々を襲う確実左現実であ b、それが筋の中K挿入せられる ζとKよって、現実

感と緊迫感が生れて来るものであると思われる。 rミヒァエル・コーノレハ』スJについて言えば、

登場人物が内面で葛藤しているその時、その内面的世界をこのような鮮明左外的現実K素早く還元

するととKよって、あたかも葛藤の世界がなかったかのように筋が客観的に進展して行くのである。

2) 

ところで、この作品K於ける、 《予言》・《御守》・《ジプシー女》と言う魔術的

様相のもと K展開している局面は、どう考えたら良いだろうか。 ζのエピソードは、後Uてみるよう

κ、コーノレハースがザクセン選帝侯t亡、首κ懸けている4二鉛製のカプセル~の由来を尋ねられた

ところ沙も始まるのだが、その時、 「とのカプセノレKは、妙念事情があbましてね、大体七月にも念

ろう治、私の妻の葬式の丁度次ぎの日vc，・・ J(82)という回想、に始まるととろから考えて、との
前の語りと密接に関係していることが示されている。 ζの〈ご ubersinnlich~念エピソー

ドは、一見偶然に挿入された感があるのだが、それは、コーノレハースが妾の死後行った『復重量の事

件』の時ょb始まっていて伏線としてはbめぐらされていたのである。もしとのエピソードを、

Sti lbruchと考えるなら、まずその語bの時間的継続から言って、我hは唯事件が事件だけを

生んできた chronologisch念時間K従い、つま Dその筋の緊迫感を伴った流れKだけ従い日

常的時聞を感じ念いで、この 4二回想>>場面に至ったのでなかろうか。詳しく後K見るようκ、

ζのエピ:/-ドは、コールハースとザクセン侯のカ y トパァクの方法を取った語りで、過去が回想
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され、 《ご鉛裂のカプセル玄>VC潜められている<<御札>>が二人の生き方を規定して行くの

だカミとれは内容的には、それまでの語りが全部そとに収数されていると言って良いだろう。魔術

的様相を呈している、 〈御中L>>・4ご御守>>・ 4ごジプシー女》も結局は、前の語りの内

容の象徴として凝縮されて、前の語りの内容を受け継ぎつ、展開されていると言えるだろう。 3)

Wi es eが言う 4ご超感覚的念色彩を帯びる >>ζのエピソードは、前の内容が交錯されて始めて

理解されなければ左ら念いような気がする。との点、 Wie seは 4ごi.ib e r s i n n 1 i c h >>念局

面の展開K重点を置き前の誇りと余白関係付けていないようK思われる。例えば、 ζのととはコー

ルハ}スの行動の意味付けK次のようK表われて来る。 Iコールハースも実際、神の手から手綱を

取る ζとが出来なかったし、許され念かったのだ。それにも拘らず、彼はそれを試み自分流K正義

を押しつけようとしたζとは、彼の罪であったし悲劇的倣慢であった。 J4)確かK作品の結末とし

ては、コールハ}スは《ご自分獅むき〉 社会に正義を押しつけようとした ζとKよって刑を受け、

その意味では悲劇であったと言えよう。コールハースの ζの悲劇は、後K見るようK自分の意識の

中で正義を外的世界と無関係K組み立ててしまい、それを至上命令として patholog.ischVC行動

に移してしまうその側面K求められるのだが、だからと言って彼が神の手から手綱を取る ζとを

4ご許されなかった三〉と解釈しでは、 4くge s c h i c h t 1 i c h>>念局面での語りが生きてこ

ないようK思われる。勿論コーノレハースは、神と手綱の取り合いをしていたのでも左いい彼カζ

復結の仕事玄〉と言う形で自己の主張を押し通そうとするまでも、又それ以後も神不在の無秩序左

世界があったのだということも合せて考え左ければなら左いだろう。なぜ彼が《ご自己流VC>>正

義を押しつけようとしたのかが間われてコールハ』スの行動も意味を持って来るのである。

とζろで、との作品を理解する上で、いわゆる主人公コーJレハースの pathologisch念行動

は如何念る意味を持っているものとして考えたら良いだろうか。彼の行動は「一種の狂気J(41) 

と語り手自身も言っているが、 ζの《狂気》は作品の結末から考えて単K理性的念行為吹いと

いう意味ではないのである。との作品では、コ -Jレハースのパトスは、人間的一体感のある豊か念

生を展望させるものとしてあるように里、われる。つまり、一体感を失いばらばらに念っている生部、

とのコ』ルハ}スのパトスを刺激として回復し、より高い豊かな生を開いて来るのである。とのよ

うにコーノレハースのパトスを考えると、一体感の無い、疎外を生み出す生を創り上げたザクセン侯

K対してとの作品では断罪を用意し左ければ左らないだろう。 ζのような内容を持って展開された

のが、 4ζ占いのジプシー女コ~による 4重二 ubersinnlich ::::主〉念場面なのである。そして

それは、具体的には 4ご鉛製のカプセル浮>VC潜められている 4く占いヰL>>を媒介としてコーノレ

ハースとザクセン侯の話として展開していゐそれでは一体、なぜコーノレハ}スがにζ 自己流VC>>正義
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を押し通そうとした行為代出たのだろうか。

( 2 ) 

との作品・の導き手コールハースは、その冒頭忙於いて次の様K紹介される。 Iミヒァエル

・コ』ルハ}スと言う名の篤商人が、十六世紀の中領、ハ}フェル河のほとりK住んでいた。彼は

教師の息子で、当時最も誠実な、しかも同時K最も恐しい人間の一人 einer der rechts-

5 C h a f f e n s t e n z u g 1 e i c h u n d e n t s e t z 1 i c h s t e n Me n s c h e n s e i n ~ r 

Zeit であった。との並外れた男は、三十才K念るまで、善良な市民の鑑=das .Mu -

ster eines guten Staatsburgersとして通っていたと言うととである。・・・しか

も正義感が彼を盗賊と殺人者=R'a u b e r u n d Mo r d e r Kしたのだ。 J(9) <<d e r 

r e c h t s s c h a f f e n~s t e .M e n 5 c li:> <乞 das Muster eines guten Staats-

burgers >>がどうして同時K~ご R'åuber ， M;rder>>であり得るのか、我々は日

常的感覚では理解出来左い非日常の世界lそその冒頭に於いて巻き込まれてしまう。クライストは、

まず読者の日常感覚に衝撃を与えそして止まるととを知らぬ文体で読者を作品世界K誘い込んでし

まうのだが、この場合K問われているのは、人間とはそもそも何念のかと言う哲学的問題では左い

だろう。まずクライストが読者K迫るのは、 《ご das Muster eines guten Staats-

bu r g e r 5 >>が<<S:.R'a u b e r， Mo r d e r >>に至る過程であり、何がそうさせ、何がコ

-JレハースK問題とをれそう在ったか の原因追求なのである。クライストKとって.<::das 

Mu s t e r e i n e 5 gu t e n S t a a t s b u r g e r s::> と言えども〈とRauder，Mordei> 

K成るのだという人間存在がかかえているその不可思議K読者を立ち止まらせるととが眼目では念

〈、そとK歪る外的原因追求であり、それが即物的K迅速に進展する作品の世界としてある。それ

は、主人公、馬商人コールハースカk馬数頭を連れてザクセン領のトロンカ城下を通ろうとした時、

今までついぞ念かったのK今回は通行止めの〈遮断機〉が下されていると言う突然、の単純左出来事

から始まり、入り組んだ事件K発展し、ザクセン領の無秩序念腐敗した社会が浮き彫りKされて来

る仕組み十てなっている。

先ず最初Kコールハースは、<::d a s Mu s t e r e i n e s g u t e n S t a a t s b u r g e r s>  

として拾き出される。コールハ}スは、 トロンカ城下を通る際K通行証を求められたのであるが、

これは最近通行税を取る<: $>触れ〉が出たと言うのが、ユンカー・フ才ン・トロンカの理由で

あった。コ』ルハースは仕方無〈今回は担保として馬二頭とそれK馬番を残してトロンカ城下を無
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事通過さぜてもらう。だが、ドレースデンの秘書局で、くな触れ〉の件を聞いてみるとそれが肱

で、ユンカー・トロンカの怒意的法の行使であるととが解る。それでコールハースは、通行証の〈

な触れ〉の件が事実無根である証明証を持ってトロンカ械に行ってみると馬番はく無礼念振る

舞い〉をしたとかもしたたか殴られ追い出されたという事であった。しかも、担保として置い

た馬と言えt本 「彼の毛主主みのつやつやした、良〈肥えているこ頭の馬では念〈、痩せとけ疲れ切

った一対の乾馬，J1めだったのである。馬は丁度刈り入れ時所ったので畑仕事に使ったと言うこと

であった。馬商人コーノレハースKとって、たとえ商品である馬:;?;ユンカー・トロンカKとの様左形

で酷使されたとしてもまだ<::d a 5 M u 5 t e r e i n e s g u t e n S t a a t 5 b ~ r g e r s>と

して耐え得るものであった。彼は、とうなったのも馬番として残した下僕K非があったのでは左い

かと調べてみる余裕と冷静さがあったのである。 r・・・彼の試金秤=Go 1 dwa ageVLも似た正

義感はまだ揺れ動いていたJ(14)のである。だが、下僕に聞いてみると 4こ無ネしな振る舞い〉は

全くの暁で、下僕が馬が畑仕事で酷使されるのK見かねて、馬を洗ってやろうと連れ出したところ、

それを差し止められた上Kさんざん殴られ、追い帰されたと言う ζとであった、。

ζ 』でコーノレハースは、法の立場K立ってユンカー・フ tン・トロンカが自分と下僕K対して加

えた不法行為を罰し、その損害を補償し、馬を原状Kもどす訴訟を起す;0 ζの訴訟の過程で明ら

かになって来るのは、 トロンカー族の法を無視した横暴である。ユンカー・フォン・トロンカの一

族であるヒンツ・フォン・トロンカは献酌侍臣であり、クンツ・フ茸ン・トロンカは財務官であり、

彼ら二人がこの訴訟K介入しコールハースに法廷で裁判をうける権剰を与えない。終Kは、内閣か

らは 「コールハ』スは、 ドレースデン法廷の報告Kよると、行儀の悪い訴訟狂ein unnut-

ze r Querul antである。 ・・・城に人を送り馬を連れて行〈か、少なくともユンカーV亡、馬

をどζへ履けたら良いかその届け先を知らせるよう VL. . • J (24) という裁決書が出るま抹であ

る。そしてとの訴訟の過程でコ』ノレハ}スは妻を失うととK念る。つまり、自国領主プランデンプ

ルク選帝侯K取り入ってもらbうと、直接嘆願書を持って行った妻が 致命傷を負わされ追い婦さ

れたのである。その後、聞も左〈妻は死応、作品の中では、誰Kよって妻が暴力を加えられたか言

ってい念いが、選帝侯の側近であるトロンか4 族カルンハイム伯の仕業である ζ とははっきりとし

ている。ルター派K帰依して会った委リースベトは、 「汝の敵を許し、汝を憎む者Kも善を念せJ

と言う Feindesliebeの一節を指差し念がら息を引き取るのであるが、 ζの妻の埋葬を終えて

後「・・・彼は、彼女の荒涼としたベットの前Kもう一度平伏して、それから復讐の仕事das

Geschaft der Rache VL取bかかった。 J(31)のである。さて、 ζれからコールハース

は、ユンカ}・フォン・トロンカを捕えようとトロンカ城・グイ yテンフソレグ・ライプチァヒと暴
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行の限りを尽す。

今をで馬商人コーJレハースが蒙ったトロンカー族の法を鮒見した横暴を<::das Muster 

eines guten Staatsb~rgers~ としてのコーノレハ}スが何故K耐え得る事が出来ず

<:: das Geschaft der Rache~ という直接行為K出たのかが問題と念って来る。コ}

Jレハースは妻の言った Feindesliebeを良き夫、父として受け入れるべきでは在かったろうか。

敵を赦さ念ければ生活自体が破滅してしまうととを身をもって知らされた臨終の妻の、いわばζの

生活者の論理を受け入れるのが<d a s Mu s t e r e i n e s g u t e n S t a a t s b u r g e r s>と

してのコールハ}スで在かったろうか。〈試金秤tても似た正義感>1挫のもろい仕組をわきまえて

いる公正念感情J(1 5 f)の持ち主としてのコーノレハースは、内閣の裁決通り K篤二頭をトロンカ城

K取り K行〈べきで左かったか。たとえ〈無礼~訴訟狂〉と言われても、そうするのが馬商人

としての知恵で左かったろうか。だが、もうとの時には、馬商人にとって篤二頭が問題と念ってい

左かったのである。コールハースはとの時以後堅実K家業を営んできたその場沙諸ら荷量れて何が正義

であるかを聞い始めているのである。もう彼Kとり馬は問題では念〈なっていたのだし、 l'. . 

たとえ犬二匹であったとしても同じよう念痛恨を持ったJ(24)のである。馬商人十てとって今問題

K念っているのは、まず〈人間としての権利〉であった。 ζのζとは、 「とんを ζとをするの

は、人間的と言えるだろうかJ(14) とか「・・・足で踏みつけられる様だったら、人間よりもむ

しろ犬であった方が良川 J(2 7)と言う言葉K表われている。叉コールハースKとって〈人

間としての権利〉が守ってもらえまい者は、社会から除け者Kされたととを意味し、その点から

彼は自分の暴力行為を正当視しているのであんとのととは、コーノレハースの〈復替の仕事〉

K見かねて、宗教的、社会的地位を背景として調停K入ったノレターとの会話K見られる。 1夜、が人

間社会とやっている戦争は、暴力行為=eine Missetatである。それもあ左たが私に保障し

て下さる様V亡、私が社会から除け者とされてい念いという話のととですが。 ・・法の守護を拒ま

れた者を除け者と夜、は言います.. .0  J (45)いずれKしでもトロンカ一族がコールハ」スK与

えた横暴は、彼Kとって人間性の否定、社会からの追放を意味してなり、彼が馬を取りK行か念

かった王壁由となっている。更K彼個人K関わる ζの様念問題の他K、コーJレハースの「公益κ対す

る責任感J5)をも合わせて挙げられるだろう。トロンカ城下で受けた横暴は、ゴ』ルハース個人だ

けでは念かったのであり、 ζの人身の為Kも彼はく復軍事の仕事〉をし念ければ左ら念い「人並

み優れた感情J(16)を持っていたのである。 ζの社会的正義感が、自分自身でユンカー・トロン

カを制裁しようと言う盲目的衝動K変りザクセン領内で<:: Mi s s e t a t >>を拡大させて行〈結

果と念る。ところで、コーノレハースがζの社会で犯した罪を、後Kζの社会で償7まわなければなら
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念いのだが、それと言うのも実は社会K対する人並み優れたζの責任感にその原因があるのである。

との社会的責任感が反社会的行動と在るというコ -jレハース的矛盾は、その1輩1質的心情と、すぐK

その憧備を熱狂的K行動K移してしまうロマン的性格に原因が求められよう。コールハースK於け

る現実の社会とは、彼Vてよって願望され憧慢された社会K過ぎたhと言って良いだろう。との願望

Kよって捉えられている社会がそのま』主観の内K止っている限りコ -jレハースには悲IIIJは生じ念

かったろうカ人一度ユンカー・トロンカの様念横暴K出会うと主観の意識の内でその矛盾が自己増

殖し、いわば現実との関わりを失った形で対社会的行為と念って現われてしまう。その結果、コー

ルハースの行為は、他者の内K自己を見い出す事が出来ず孤立無援ーと念って行くのである。だがコ

ールハースは孤立無援K止るととが出来左い。従って自己の願望、憧怯tを他K理解させようとする

のだが、それは pathologisch(!C自己の存在を他者K押しつけようとして現在化してしまうの

である。とれは、 「帝国からも、世界からも自由で、神Kのみ従っている者J(36)と言う妄想的

な自己規定と念り、 「・・・我々の臨時政府の座、ルツェンの本械でJ(41)と言うくSc hw a r. 

me r e i>として表われるのである。そしてそういう行為Kは破滅が待ってj:，>.!Jその破滅の中で

自己の正当性が増k熱狂的K主張されてゆく。

とζろで、クライストはとのコ}ノレハースのよう念盲目的lて熱狂K走るロマン的性格の人物を如

何κ描ζ うとも、彼は現実の内より出た人間として描き出すととを忘れてはいない。と'>.(!Cは、微

妙'15::Re a I i smu sとRoman t i kの交錯が認められよう。例えば、コーノレハースが蒙った法無視

の横暴は単』て彼個人に関わるもので念〈、その機念無秩序と腐敗はザクセン領内の現実のーとまー

とまに至るまで蔓延しているようκ拾き出すのである。それは、広場の場面の客観的文体Kよる民

衆の姿として描写されている。

ょうや〈ザクセン選帝侯の裁可によって、 ドレースデン法廷で馬二頭K関する裁判が行念われる

とと(!C'15::る。それでコーノレハ}スがトロンカ械に乗り込んで以来全〈行方不明と7まっている当の馬

が探し出きれなければ念ら左〈念った。との任tては皮肉にもユンカーの従兄払財務官クン :y.ト

ロンカが当り、 ζの閣下の御尽力によってようや〈篤二頭が探し出される。だが、とともあろうK

ザクセン領内全体を震揺させたとのこ頭の馬を引き連れて広場K現われたのは、 「皮奈rJ人Abde k-

k e rJだったのである。今宮でコールハースは、〈人間としての権利〉・〈社会K対する

責任感〉から正義の戦いを行っているのだと称して来たが、そもそもの発端と言えばとの馬二頭

であった。その馬が今<Abdecker:> (!Cヲらばられ痩せ衰えた姿で、よたよたと裁判の重要

な証拠として広場κ現われたのである。広場Kは、群衆が「・・・とめ εもな〈高笑いをし、そ
のためκ国家が動揺したその罵が皮剥人の手に落ちたぞと口k(!C叫び念がらJ(58)集まって来る。
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広場はみるみるうちに人の山である。例の馬が来たぞ、それも皮奈IJ人Kヲ|っ振られてと峡笑しをが

ら広場K集って来るとの民衆の底ぬけK健康念素朴さが、今度は健全左憤りと在って、皮条IJ人の手

K落ちた見る影もをい二頭の馬を自分の部下K連れ出せと威張り散らすクンツ・トロンカK突然襲

いかかる場面は、その行き場左〈押し込められていた民衆の憤り故Kザクセン領の権力的政治の蔓

延を示している。との腐敗した執政をWieseの様VCI今や、正義不正が一体どとKあるのか、
7) 

もうほとんど決定され左〈念ったJと理解しでも良いだろう。クライストは、コーノレハースの行動

が非現実的、観念的念ものであろうとも、との民衆の姿を描〈 ζとKよって、その行為が現実の中

から生れたものであるととを示そうとしている。そして行き場な〈押し込められている民衆の中心

にいるのが皮剥人である。彼は健康在民衆の憤りの真実に比べて、異様な最下層民の孤立した真実

を持って realistischVC描かれている。クライストに描かれたとの皮奈IJ人Kは、民衆t亡すら

蔑まれてただ忍従だけを強いられた人間の持つ絶対孤立の凄みがある。彼は凡てK無関係にただ自

分の仕事をしているだけで、そとでは人間的感傷は全〈押し殺されてしまっている。クライストは

との様在最下層民の象徴として皮剥人に Ie i n b 1 e i e r n e r KammJ (6 1)を与えているので

あるが、 ζの作品では〈鉛製 bleierri> は、忍従を強いられた者の象徴として、後の〈

eine bleierne Kapsel:>代受け継がれて行〈。つまり、今民衆の健康念憤りは権威を

笠にきた横暴者クンツ・トロンカK襲いかかったが、との皮剥人の怨念、は行き場念〈止っていて、

〈鉛製のカプセル :>VC潜められてザクセン侯を悩ますのである。

今まで述べて来た様Kコ』ルハースの対社会的行動は、前もって願望として自己の意識の

中K先取されている、いわば意識内現実を再確認すると言う傾向を持っていた。そして、 ζの様念

行動は現実の中に自己を定着させる基盤を見い出すととが出来左〈左b孤立状態K立たされるのが

常であるのだが、そう念ると自己の正当性の主張がパトスとなって破滅K至るものでもあった。ク

ライストはコールハ}スの行動はとの様K盲目的V亡、熱狂K駆られたものであったとしてもそれを

現実の内から生まれたものである装いはしてあったのである。それは、 <:: das Muster 

eines guten Staatsburgers:> としてのコーJレハ}スが蒙った横暴は、とれ以上耐

え得るととの出来念いものとして、ザクセン領内の無秩序念執政の姿を立}ルハースの前に横たえ

ている。 ζの無秩序左世界の責任はザクセン選帝侯K帰せられ念ければ左ら左い。ザクセン侯もコ

}ルハースと同様不自然念盲目的人物である。彼は自分の確固とした意志から執政を行うことは友

い。盲目的・無意志をザクセン侯は、コーJレハースVC<::大赦〉を与えたかと思うとそれを破棄

してしまう法の恋意的執行者としてある。との「卑劣で王侯らしからぬ行為J(86)は、 g愛情問題ま

でにはびζb、ザクセン侯は自分の臣下である財務官クンツの委を恋人Kしていてその見返りとして
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クンツの権力行使を許しているのである。との奇妙念三角関係は、コーJレハースがベノレリンで死刑。

の裁判を受けるべ〈護送されている時に読者に知らされる。丁度その時、ザクセンの宮廷の人々が

鹿狩りをしていて、護送中のコールハースがそとを通り、ととでザクセン侯と会う事VC*る。

( 3 ) 

さて、クライストは、結末部分で自分の観念を現実イヒしようとして法を犯してしまったコールハ

ースと、盲目的執政から腐敗と無秩序の世界を創り上げてしまったザクセン侯を合わせ、裁きと赦

しの場面を展開する。より高い場から許じが'認められ念ければ左らないのは、 「余りKも性急、念

試みによってJ(10 0) 世間K自分の権利を押し通そうとして法を犯し処刑されるコールハースで

あり、裁かれ念ければ念ら念いのは、そもそもの無秩序の張本人ザクセン侯である。コーノレハース

は、如何K彼の行為がく人間としての機刺〉・〈社会K対する責任感〉という一般的内容

を持った動機から発したとしても、法を犯して主張されている限り法の裁きを受け左ければ念ら念

ν、。それは彼の悲劇としてあるのだが、しかしそとに先取されている真実も又あるのである。だが

それは、クライストKとって、象徴的にしか救い出す ζとの出来左いものである。つまり、コール

ハースの行為は、社会的Kも倫理的Kも行き場念〈閉塞している現実K関わっているのであるから、

その解決は choronologischま世界で求められなければ左ら左いのだが、クライストは、と

れを極めて象徴的K、暗示的K昇華している。

との話は、コールハースが絹の紐で首t亡さげている「小さ念鉛製のカプセノレ eine klei-

ne bleierne KapseU (82)がザクセン侯の眼K止まり、その謂をコールハ}スが尋ね

られたととから始まり、二人によるカ yトパック (Ruc k b I en d e)の方法で次々Vてとの<カプセ

ル>VC秘められている過去の秘密が明らかKされてい〈と同時に、現在の二人を規定して行〈。ま

ず、コールハースが「封ロウで封印してある小さ念紙J(82)をカプセルから取り出してその由来

を語る。 ζれをコールハースは、ザクセン領で直接行動を取っている時K、ユーターボックと言う

町で人 JtVC囲まれ占いをやっているジプシー女から手K入れたというととが明らかK念る。彼女は

人垣を分けてコールハースの所K来、「そとのE那さん、占いが知hたい左らとのあたいに訊いたら

いいよJ(83) と言ってとのカプセルを渡し「な守り(ei n Amu I e t t)だ、罵商人のコ -Jレハー

スさんよ、しっかりしまって置きな、い:?"tJ孟 b前さんの命を救うだろうJ(83) と言って消えて

しまったと言う事である。さてとの話を闘いてザクセン選帝侯は気を失い倒れてしまう。ザクセン

選帝侯がこの話を聞いて人事不正K陥ったのは、実はζの〈御礼>VC選帝侯の家運Kついての
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占いが印されているからである。コールハースがジプシー女の占いを見ていたその時、選帝侯がと

の女K家運を占ってもらっていたのである。ジプシー女は選帝侯I'Lfそれでは貴方K三通り、貴家

の最後の君主、その君主が自分の領国を失う年代九そして武力Kよって領聞を奪う人の名前を書い

て上げますJ(92)と言って民衆の前で書きその上に「中指Vてはめていた印章付きの鉛製の指環J

(92)が押し当てられた<:Ze t tel::>科コールハースの持っていたのと同じものだったわけ

である。ジプシー女は、との占い礼を選帝侯自身に渡さずI'Lfそれが欲しい左ら、民衆の後ろ、教

会の入口のベンチK立っている羽根飾りの帽子をかぶっているその男から買い取るんだねJ(92) 

と言って人どみの中K消えてしまったと言う ζとである。民衆の後ろ、教会の入口のベンチK立っ

ている男がコーJレハースであるととが今ザクセン侯K解ったのである。

今までコーノレースは、ジプシ}女K渡された〈んnu1 e t t">の内容を知らず、又知ろうともせ

ずK首K下げ<::d a s Ge s c ha f t d e r Ra c h e::>をザクセン領内で繰り拡げて来てしまっ

た。彼がザクセン侯の家造、ザクセン侯自身の生命に関わるとの<:Amu 1 et t::>の内容を知っ

ていた走らば、彼は人間として認められる場を与えられていたかも知れぬ。あるいはザクセン侯と

してもく Zettel::> をコールハ}スから受け取っていたら、その予言を警告として、彼の執

政もやり場の7まい腐敗から免れていたかも知れぬ。だが、コールハースは敬度念 Jレター主義者で、

<:: Amu 1 e t t ~・<:: Wa h r s a g e n :>を信じる神秘主義者では念かったのである。二人は、

とのく鉛製のカプセル::>I'L潜められているく不思議念占いネL::>の眼K見え左い糸で操られ

て不自然念、無秩序在世界を創り上げてと ζK至ってしまったのである。

ととろで、 ζのエピソードの中で予言K呪縛されているのはザクセン侯だけである。予言が未来¢

不可視念力として現在を規定し得るKは、まずとの現実K於いてか〈ありたいという強い未来希

望を生みだす状況が念ければ念らないだろう。との現実が逃れられ左い程K不信と無秩序K満ちて

いる時、一方Kはか〈ありたいとhう願いが強〈表われ、その願いK仮託された予言が異様左呪縛

力を持って来る。ザクセン侯は今との様念状態K置かれている。彼の惹き起ζした不信と無秩序は

ザクセン領内は勿論の ζ と自分の側近tてまで浸透し、愛情問題までKそれは表われている。やり場

の念いとの閉塞状態の中で、家運K関わる〈不思議念占い礼〉が力を持って来るのも当然と言

えよう。いわば極限的状況から直接行動を取っているコ}ルハースVてとって、〈占いのジプシ』

女〉は異様なものとして感じられてはい念いが、ザクセン侯Vてとっては、彼女はまさK魔力を持

っている老婆念のである。それは、 「不気味K手を差し出してJ(92)とか「大理石で出来た阪から

の様κ、冷たし生気なく腰かけを見すえてJ(92)とかジプシー女を表現している ζとからも窺

えんとのようなずクセン侯Kだけ絶対的拘束力のあるこのく不思議念占い礼〉払今コールハー
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スの掌中K入ったととtてより、二人は今までと違った立場K立ち、コーノレハ』スとしても、ザクセ

ン侯の存在を左右し得るように念る。との主従の転倒は、コールハースの赦しであり、 <: das 

Muster eines gロten Staatsburgers:::>の意味付けであるのだ。

ザクセン侯は、 自介の家濯、ひいては生命を占った<:Zettel> を得ょうと文もや盲目的

行動を展開する。彼は、 〈大赦〉を破棄した叫て又もやとの<::Z etteI>-と交換にコールハ』スの

「生命と自由Jを保障すると言う怒意的行動を行うのである。と hで、くか守りだ、大事Vてとって

な〈ことだ、いつかは生命を数うだろう>と言った占いのジプシー女の予言がコーノレハースKも当

るかも知れ念〈左り、筋K緊張感が生れて来るが、コールハースは、 「下劣で王侯とも思え念い態

度が忘れられ左いJ(86)と言って生命との交換を拒否する。 ζの場合、ザクセン侯とコーノレハース

は二人共生命を賂ーして対的しているのだが、コーノレハースは自らの生を捨てて義K生きょうとする。

クライストは、コーノレハースの子幸容が代々栄えているととを示し作品を閉じているが、だからと言

って個の生を子孫の繁栄と代替するには、余.tvcも苦渋K満ちた自己主張としてあるだろう。と ζ

でクライストが敢えて個の死を歴史的視座から救い上げているととVてよって、 <:: das Mu .一

ster eines guten Staatsburgers::>の意味も具体的左拡がりを得て来る様に思わ

れる。

コーノレハースは <Zettel::>を交換しない事Kよって、単K個人としてザクセン侯K復讐

を行っているのでは左いだろう。たとえ彼の行動は、願望と憧憶によって先取された意識内現実を

再認するため押しつけようとしたものであったとしても、それは現実の投影を全〈失っているもの

では念かった。意識というものが現実の何かについての意識である限り、その何かも問われてしか

るべきであろういその何かを背負っていたの拡 < d a s Mu s t e r e i n e s gu t en 

Staatsburgers::>であったと解釈して良いだろう。とのととは、とともあろう Uてく占い

ネL::>を当のザクセン侯Vてではま〈コールハースK渡した〈ジプシー女〉とはどん念素性の女

であり、何を象徴していたのかと言う解釈陀つ念がって来る様K思われる。

まず、 「腰掛K坐り念がら、彼女を取り囲んでいる人々に暦で占いをしているジプシ}女J、 「

我々を取り囲んでいる人込の中へ」消えたジプシー女と言う表現から、とのジプシー女は民衆の中

心K居てその場からの使者と解釈して良いだろう。つ1まり、ジプシー女からもらった〈鉛製のカ

プセル〉を絹糸で首K下げ<::das Geschiift der Rache:::> を繰h拡げてコーノレハ

}スは、民衆の場、つま b人聞がr一体感の失なわれた生の場からザクセン侯K復讐をして来たので

あり、それはζのいわゆるとの<:II b e r s inn 1 i c h::>念場面K於いて継承されていると解し

て良いだろう。そしてζのカプセルが<:::bleiern:::>で、 ζのジプシー女が中指Kはめている
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指環がく bleiern~であると言う表現は、 <::ein bleie.rne:r Kamm:> を持って民

衆の中心Kいたあの皮条tl人と同種の人間であると解して良いだろう。つまれ ζの<::blei -

ern :>は亀裂した暗い現実の生を象徴していると同時に、ザクセン侯に対して、失念われてしま

った生の立場からの復讐心を潜まぜていると言って良いだろう。 7)との世で犯した科で死K直面し

ているコーJレハースが挑んでいる復讐は、上に述べたととを背景としてあるのであり、それ故に彼

個人としては断罪されるが、より高い歴史の場からの救いを暗示しているようK思われる。

ところで、このジプシー女はコ-)レハースの死んだ委のDop p e 1 g a ng e r左のである。 r馬商

人は、彼女と彼の念〈左った妻リ}スベトが妙に似ているのK気がついた・・・」のである。 ζの

ジプシ』女は、妻の頚筋についていた黒子も持っていたのである。今コーノレハースは、冥土の復讐

の女神と共Kザクセン侯κ復讐を行っていると解して良いのだが、それだけでは一面的解釈に流れ

てしまう様に忠われる。先ずとこで、妻の死はいわば調和的生がザクセン侯Kよって破壊されたこ

とを象徴していることも合わせて考えてみ左ければなら左いだろう。彼女は「貞節左女性J(16) 

であり、如何念るととからも子供と家庭を守る「勇気と賢さJ(29)を持った女性であった。彼女が

死の床で示したあのFeindesliebe も単在る彼女の寛容の精神の表われでは左〈、敵を赦さ

なければ調和的生が崩れてしまうことをその場から知っていた者の言葉だったのである。つま bζ

の『ミヒァエノレ・コーノレハース』の異様念非日常的世界にあって、彼女だけが臼常的生を象徴して

i>~ .!J、彼女の死はその終震を暗示していたのである。そして今ジプシー女という Doppelgan-

g e rによって、その失われた生が希求されていると同時K、その面からの裁可もなされているの

である。クライストは、 ζのDoppelgangerを描くに当って geisterhaft の性質を極力

避け realistischな装いをζらしている。生前、コーノレハースと幸福左生を営んでいた時の

犬であろう治、との犬がDoppelgangerK尾を振bながらまつわり付いている。そして今、夫

が〈余りKも性急、左試み〉故K法を犯し刑を受けるその直前のひと時、子供達にリンゴを与え、

抱擁している。とれは、コ}ノレハースKとっては最後の妻と子供達のひと時である。この作品では、

とのような人間的一体感のある生が求められていたのである。だ治人ひとたび失なわれてしまった

調和的生は、それが回復するためには、コーノレハース的パトスがその刺激と衣ら念ければな.らない

と言う ζとをクライストは考えていたのだろうかの

原典

Heinrich von Kleist， Samtl iche Werke und Briefe，2Bd.e，hrsg.von 
H e 1 m u t S em b d n e r. H a n s e r V e r 1 a g， Mu n c h e n， 1 9 6 5 

- 66ー



本文中、引用後の( )内の数字は原典の頁数を示す。
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